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１．はじめに 

 空港基本施設舗装については，不具合が生じてから補修または整備しているのが実態であり，大規模な補修

が必要な年度は突出した費用が必要となるだけではなく，空港の運用にも支障を来す恐れがある．そのため，

補修履歴や舗装表面性状履歴等に基づいてライフサイクルコストを考慮した管理方法をシステム化すること

で，最適な予防保全方法や予算配分方法を定めることができると考えられる．今回，実際の空港基本施設にお

けるデータを用いることによる高精度の空港舗装最適補修システムを構築したので，その概要を報告する． 

２．空港基本施設舗装の補修と表面性状の履歴 

 空港舗装の補修システムでは，まず舗装表面性状を定量化した舗装補修指数(PRI)を用いて補修の必要性を

把握し，そして，補修が必要となれば，適切な補修方法を選択して設計を行ってから，補修工事を実施する流

れになっている．そのため，PRI の経時変化ならびに補修工事による PRI の回復度を適切に定量化することが

必要不可欠である（PRI の経時変化と補修工事による回復度の模式図を図-1 に示す）．この点については，実

際の空港におけるデータを収集・解析することにより明らかにしている． 

 今回検討の対象とした空港では，1985 年から約 20 年にわたって舗装表面性状に関わる調査が実施されてい

ることから，舗装補修指数 PRI に注目して，その

経年変化と補修工事による PRI の回復度について

とりまとめた．補修工事は次の 3 種類である． 

 （単純）オーバーレイ（4 工法） 

 切削オーバーレイ（5 工法） 

 わだち掘れ凸部切削オーバーレイ（3 工法） 

 なお，滑走路，誘導路，エプロンのユニットの

数はそれぞれ，163，273，101 となり，これら 

のユニットをそのまま使用して解析すると，結果

の変動が大きくなることから，それぞれを適切に

ブロック化して，解析を実施した（図-2）． 

 その結果，PRI の経時変化（年間低下量）は，滑

走路，誘導路のアスファルト舗装については，そ

れぞれ，0.10～0.19，0.10～1.15 となっていること，

エプロンのコンクリート舗装の PRI については，

無筋コンクリート舗装では年間 0.01 程度の低下で

あること，プレキャスト版舗装ではほとんど低下

しないことが明らかになった．また，補修による PRI の回復度は，アスファルト舗装を対象にして，補修方法

別に検討した結果，補修前の PRI が小さいものほど回復度は大きいものとなっていることがわかった．図-3

には補修工事による PRI の回復度の例を示す． 
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図-1 PRI の経時変化と補修工事による回復度 
 

図-2 空港基本施設舗装のブロック 
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３．システムの構成 

 今回構築した空港舗装最適補修システムは，次の 4 つの

サブシステムから構成される． 

 データベースサブシステム 

 補修工法ごとの表面性状の経年変化（速度），回復度，

施工単価が格納されている 

 最適工法選択サブシステム 

 表面性状の変化速度・回復度，補修費用から許容 PRI を

満足する最適な工法を選択する． 

 年度別補修費用予測サブシステム 

 検討対象期間に応じた年度別の補修費用を筧定する（補

修時期，範囲ならびに費用の予測）． 

 予算平準化サブシステム 

 単年度の予筧額（上限）を考慮して年度別の補修費用の

平準化を図る． 

４．システムの概要 

 データベースサブシステムには３．で記述した舗装の補

修工法ごとの各種データが格納されており，最適工法選択

サブシステムでは，このデータベースに基づいて検討対象

期間中のトータルコストが最小となるような最適補修工

法がブロックごとに選定される．そして，年度別補修費用予測サブシステムではブロックごとの補修計画（補

修時期と費用）が立案され，全ブロックについての補修計画を総合することにより，全体としての年度別の補

修費用が筧定される．さらに，予算平準化サブシステムでは，単年度の補修に関する予算の上限額を超えない

ように年度別の補修費用の平準化が図られる．この場合，補修工事の実施時期を早める度合や許容 PRI を変更

することなどによる手法が用いられている． 

 本システムは汎用ソフトウエア（エクセルとアクセス）を用いて構築されており，図-4 にはある条件の元で

空港舗装最適補修システムを適用して最適補修計画を立案した結果（PC ディスプレィ画面の一部）を示した． 

５．まとめ 

 空港舗装の補修を合理的に進めるために，データベース，最適工法選択，年度別補修費用予測，予算平準化

の 4つのサブシステムから構成される空港舗装最適補修システムを構築し，各種条件の元での検証を経てその

実用性を確認した．本システムは実際の空港基本施設舗装のデータを使用することから結果として得られる補

修計画の精度は高いものであり，今後全国各地の空港への適用を図っていきたい．また，現時点で対象として

いない補修工法についても検討できるようにシステムの拡張も図っていきたい． 

 
図-3 補修工事による PRI の回復度の例 

 
表-1 空港舗装最適補修システムの入力項目 

入力項目(I) 入力項目(II) 
検討対象期間 対象ブロック 
検討開始年月日 ブロックごとの舗装種別

補修工事の優先順位 ブロックごとの面積 
許容 PRI ブロックごとの交通量 
補修工事の最短間隔 最新 PRI 
社会的割引率 最新調査時の補修工法 
単年度の上限予算額  

 
図-4 空港舗装最適補修システムを用いて立案した最適補修計画 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-150-

 

Ⅴ-075

 


